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ご使用時は、必ず保護具をご着用下さい。また万一皮膚に付着した場合は、速やかに水で洗い
流して下さい。

製品を取り扱う前にSDSの内容を十分ご理解の上ご使用下さい。

距離 1m

ジアゾ水溶液の混合が不十分な場合、製版時のトラブルの原因となることがありますのでご注
意下さい。

乳剤にジアゾを混ぜたものは、出来る限り早めにご使用下さい。感光が進むため長期に保管は
できません。

このカタログの内容は商品の改良の為、予告なく改訂する場合がありますのでご了承下さい。

使用後は、蓋をしっかり締めて保存して下さい。又、長期間保存を行って再度使用する場合
は、攪拌棒により、よく撹拌してからご使用下さい。

最終乾燥後、露光現像を行って下さい。

保存は冷暗所で行って下さい。

露光時間 約60秒（400mJ/cm2）

乳剤膜の強度を向上させるため、現像乾燥後の再露光をお勧めします。

露光条件 版仕様 紗：テトロン黄270メッシュ、乳剤厚：10μ

光源 3kW メタルハライドランプ（UV-BOX）

露光時間は紗厚、乳剤膜厚によって変わってきますので、必ず露光テストを行って最適条件を
確認して下さい。露光時はポジフィルムの膜面と乳剤面を十分密着させて下さい。

容 量 乳 剤

解像性に優れています。

高感度、泡抜け、塗布性、版離れ等の作業性に優れています。

900ｇ

特 徴 耐溶剤性に優れたジアゾ感光型の乳剤です。

柔軟性があり、クラックが起きにくいです。
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スクリーン印刷製版用感光乳剤

乳剤の種類 耐溶剤性感光乳剤

着 色 剤 18ｇ

注 意 事 項

剥膜剤によるスクリーンの再生が可能です。

5ｇ

溶かした感光剤液と着色剤を乳剤に入れ、均一になるまでよく攪拌して下さい。

使用方法 ジアゾ 5ｇを40℃程度の温水 95gに入れ、溶けるまでよく撹拌して下さい。

ジ ア ゾ

乳剤混合後、脱泡のため１日以上放置してからご使用ください。

スクリーンへの塗布後、暗所にて40℃以下の温風で十分に乾燥を行って下さい。

 http://www.mino.co.jp


